
令和５年度 学校自己評価システムシート （学校法人狭山ヶ丘学園 狭山ヶ丘高等学校付属中学校） 
 

 
   目指す学校像 

 

 
２１世紀を担う知勇兼備のリーダーの育成を目指す 

  
 
 
 
重 点 目 標 

 
 
１ 教科指導の徹底と学力向上 
２ 基本的生活習慣の徹底 
３ 対話を重視し個々の人格を尊重した指導 

   
     

 

 

 
学      校      自      己      評      価 

  

学 校 関 係 者 評 価 

 
年  度  目  標 

 
年 度 評 価（６月１０日現在） 

 

実施日 令和６年６月２９日 
 
番号 

 
現状と課題 

 
評価項目 

 
具体的方策 

 
方策の評価指標 

 
評価項目の達成状況 

 
達成度 

 
次年度への課題と改善策 

 

学校関係者からの意見・要望・評価等 
 
 １ 
 
 
 

・生徒が主体的に学ぶことができ
る授業への取り組みを更に充実
させ、全員の学力向上を目指す
。ゼミ、放課後の小テスト等を
定期的に行い、確実な基礎力を
定着させる。また、プロジェク
ターを活用し、視覚に訴える授
業も展開している。 

 
・自学自習の習慣の定着について

指導しているが、意識や取り組
みに個人差があり、徐々に学力
の差が出来つつある。 

・全国レベルの模
擬試験を通じて
学力の推移を見
守る。 

・定期考査の結果
やその変化に着
目。 

・検定試験の結果
を分析する。 

・Google Workspac
eを使用している
様子に着目。 

・担当教諭とのコ
ミュニケーショ
ンに着目。 

・教科担当者と学年団との連
携を密にし、共通認識に基
づいて指導を展開する。 

 
・曜日ごとに設定している５

教科の小テストを通じて生
徒の自学自習の習慣を定着
させる。またGoogle Works
paceを活用して課題を配信
し、生徒に家庭学習を促す
工夫を凝らす。 

 
・英検の受験を促し、対策講

座を通じて多くの合格者を
出すことにつとめる。 

・模試のGTZの推移 
 
・定期考査に取り組む

姿勢や日常の自習室
の利用状況 

 
・英検の合格者の推移 

・模試については全体とし
 て学校の平均点偏差値が
 向上しており、GTZの推
 移を見ても学力の向上は
 うかがえる。 
 
・自習室の利用状況につい

ては、考査前は多くの生
徒が利用しているが、そ
れ以外の期間では、利用
する生徒が固定化されて
おり、自学自習の習慣定
着には課題が残る。 

 
 
 
 
 
 
 Ｂ 

・令和６年度より導入す
るスタディサプリを活
用して、自学自習の習
慣の定着、自己の学習
課題への学習状況の改
善をうながす。 

 
・進路ガイダンス等を通

じて、中高６年間で達
成すべき目標を意識さ
せ、学習意欲を向上さ
せる。 

・入学して間もない頃から友人たちと生

徒ホールで勉強できることに楽しみを

見出し、学習に対して子どもたちが前

向きである。 

 

・学習の習慣化を図ることができている

ような様子である。 

 

・英語の学習が充実していると感じてい

る。 

 
 ２ 

・全体として出席状況は良好であ
るが、生活習慣が乱れている生
徒も散見される。 

・素直で良い生徒が多いが、時と
して周囲への配慮が足りず、人
間関係のトラブルに発展するケ
ールがある。 

 

・授業中や学校行
事時の行動に着
目する。 

・放課後の生徒間
のコミュニケー
ションに着目す
る。 

 

・「生活の記録」を通じて生
徒の生活状況を確認し、必
要に応じて改善を促す。 

 
・友人への言葉遣いなど、言

動に不適切なものがあれば
指導する。 

・状況に応じて適切な
言動がとれているか
どうか。 

 
・挨拶の定着度。 
・生活のリズムが正し

いかどうか。 

・概ね良好な人間関係を築
けている。また、生徒指
導も早期に行えている。 

 
・挨拶の習慣はしっかりと

定着している。 

 
 
 
 Ｂ 

・自己の意見をはっきり
と相手に伝えられない
生徒や、周囲への配慮
が足りない生徒に対す
る指導を今後も継続し
ていく。 

 ・早期に友人たちとの良好な人間関係が

築けており、前向きに学校生活に臨め

ている。 

 

 
 ３ 

・面談やＨＲ活動、総合的な学習
の時間、道徳の時間等で生徒理
解を深めている。 

 今年度も更に生徒理解を深め生
徒指導に当たる。 

・黙想等の自己観察を通して、自
己を省みる習慣を身につけさせ
る。 

・ゼミや農作業へ
の活動への取り
組みに着目。 

 
・学校生活におけ

る言動に着目。 

・ＨＲや進路ガイダンスなど
を通じて、学ぶということ
の意義を理解させ、学力の
みならず人間としての内面
的成長を促す。 

・教科学習以外の取り
組みに対しても、主
体性をもって積極的
に参加できているか
どうかに着目する。 

・農作業や軽登山では友人
と協働しながら参加でき
ている生徒が多かった。 

 
・一方で、諸行事への取り

組みにおいて指導を受け
る生徒も散見された。 

 
 
 
 
 Ｂ 

・様々な教育活動につい
ての意義を理解させ、
周囲と協働して積極的
に参加するように指導
する。 

 
・外部の機関とタイアッ

プして学年を超えたグ
ループワークの機会を
増やす。 

・子どもたちは、総合学習で行っている

農作業は楽しいと言っている。 

 

・卒業式に参加している在校生の態度が

非常に良好で立派だと感じている。 

 

 

 

達 

成 

度 

A ほぼ達成(8 割以上) 

B 概ね達成(6 割以上) 

C 変化の兆し(4 割以上) 

D 不十分(4 割未満) 

 

出席者 学校関係者   10 名 

生徒       0 名 

事務局（教職員）4   名  

 


